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候補者 候補者 合計 候補者 就労コー 就学コー 合計
ス ス
2(鵬年度 入国者数 1似 l倒 (3) 2侃(3) 208(3) 
入国日 2∞8.8.7 2∞8.8.7 
(2∞'8.8.31) 
就労開始日 2∞9.2.13 2∞9.1.29 
(2∞8息8)
2∞9年度 入国者数 173 189(1) 362(1) 93 190(10) 27 310(10) 672(11) 
入国日 2∞9.1.13 2009.1.13 2∞9.5.10 2∞9.5.10 2009.927 
(2∞9.10.4) 
就労開始日 2010.1.16 2010.1.16 2∞9.1029 2∞9.1.11 2010.4 
(2∞9.10.14) 
2010年度 入国者数 39 77(2) 116(2) 46 72(2) 10 128(2) 244(4) 
入国日 2010.8.7 2010.8.7 2010.5.9 2010.5.9 2010.926 
(2010.9.12) 
就労開始日 2010.12.4 2010.12.4 2010.1029 2010.1L11 201L4 
(2010.923) 
20日年度 入国者数 47 58(1) 105(1) 70 61 (1) 131 (1) 236(2) I 
入国日 201L7.5 2011.7.5 2011.529 2011.7.18 一
(2011.6.8) 
就労開始日 2012.1.16 2012.1.6 2011.1.17 2012.1.19 
(2011.6.17) 
2012年度 入国者数 29 72(1) 101(1) 28 73(2) 101 (2) 202(3) 
入国日 2012.5.18. 2012.5.18 2012.5.27 2012.5.27 
就労開始日 2012.1.14 2012.1.14 2012.1.23 2012.1.23 




























































日本 2∞8 2∞9 2010 2011 2∞8 2∞9 2010 2011 EPA 
受験者 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 受験者
全体 入国 入国 入国 入国 入国 入国 入国 入国 全体|
(第l陣) (第2隊) (第3陣) (第4陣)(帰国者)(第1陣) (第2陣) (第3隊)
受験者数 関.叩6 82 一 一 一 一 一 一 一 唱2∞9年 合格者数 45.784 。一 一 一 一 一 一 一(第98回)
合格率 89.9% 0% 一 一 一 一 一 一 一 0% 
受験者数 52.邸3 1∞ 95 一 一 一 59 一 一 お420lO年 合格者数 47.340 2 。一 一 一 一 一 3 (第99回)
合格率 89.5% 2% 0.0% 一 一 一 1.7% 一 一 1.1% 
受験者数 日.138 91 159 35 一 一 73 40 一 398 初日年 合格者数 49.邸8 13 2 。一 一 1 。一 16 (第1∞囲)
合格率 91.8% 14.3% 1.3% 0.0% 一 一 1.4% 0.0% 一 4% 
2012年
受験者数 53.702 27 152 33 41 4 60 39 59 415 
合格者数 48.4∞ 8 22 3 。 9 4 。 47 (第lOl回)





日本全体 2008年度入国 2(胸年度入国 2009年度入国
(第1陣) (第2陣) (第l陣)
受験者数 137.961 倒 一2012年 合格者数 88.190 35 一(第24回)





















度入国91人、 2009年度入国159人、 2010年度入国35人)のうち15人 (2008年度入国13







格者はインドネシア人受験者257人 (2008年度入国27人、 2009年度入国152人、 2010年
度入国33人、 2011年度入国41人、 2008年度入国の帰国者4人)のうち34人 (2∞8年度入
国8人、 2009年度入国22人、 2010年度入国3人、 2008年度入国・帰国者l人)、フィリピ
ン人受験者158人 (2009年度入国60人、 2010年度入国39人、 2011年度入国59人)のうち


















































































































































2008年度3人、 2009年度1人、 2010年度2入、 2011年度l人、 2012年度1人、またフィリ







































































































(3 ~I:制又は '1 "1ミ市IJのJ守護課程修了)
介護領flI:師資格の取得のために
介護施設で就労・研修











(!11ft) 1'1.' I~労働省 (2012) j 






































































































































































UI生時平均余命 乳幼児死亡率:1.0∞人lB生数中 5哉未満児死亡者数 妊産婦死亡率
(平均寿命)(年) 1歳未満乳児 5歳未満児 0.000人) :出産10万件中
1990年 2∞9年 1990年 2010年 19卯年 2010年 2∞0年 2010年 1990年 2010年
日本 79 83 5 2 6 3 5 3 12 5 
インドネシア 65 68 56 27 85 35 240 151 600 220 
フィリピン 65 70 42 お 59 29 91 66 170 99 
(出所)WHO (2012)、より作成。
(2)死因・死亡率
5歳未満児死因比率(%) 成人 (30-70斑)死因別死亡率. 3大感染死亡率:
2010年
肺炎 早産
日本 6 8 
インドネシア 14 25 






10万人中(全死因中%) 2∞8年 10万人中 2010年
先天性
全死因 描 心疾患+異常 楠尿病
40 281 119 68 (42.3%) (24.2%) 
9 876 165 308 (18.8%) (35.2%) 







6 0.0 (2.1 %) 
制
3.6 (7.3%) 




















































































































































































年、 2010年、正看護師 (RegisteredNurse :RN)が42.0%04.873人受験、 6.254人合格)、
37.7% (9.283人受験、 3.498人合格)、准看護師 (PracticalN urse : PN)が48.0%(508人
受験、 244人合格)、 48.7%(505人受験、 246人合格)といった状況である。またインド



























































































































































13 平野裕子・他 (2010)156-157ペー ジ。
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45 内閣府 (2012)33ペー ジ。
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51 外国人看護師・介護福祉士支援協議会 (BIMACONC) (2011)、外国人看護師・介護福祉士
支援協議会 (BIMA CONC) (2012)。




















61 ちなみに言語上のハンデイを負うとはいえ、日本出身者のRN合格率は2∞9年、 43.2%(95 
人受験、 41人合格)、 2010年、 40.4%(89人受験、 36人合格)、 PNは受験者なしであった。
NCSBN (2011)、NCSBN(2012)。
62 r日本経済新聞J(2011) a。




人 (7.489人)、そしてインドネシア人 (7.457人)である。 EPA候補者受入れ相手国であるイ
ンドネシア、フィリピン、ベトナムが中国に次ぐ最大3カ国であることは注目に値する。
65 The Economist (2005) p.42. 
6 悶議決定 r日本再生戦略jについてJ(2012)。
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外国人看護師・介護福祉士支援協議会 (BIMACONC) (2011)第2回実態調査 iEPAに基づく肴
議師・介護福祉士候補者調査:受入施設の回答(集計)J (http://bimaconc.jp/jittaichosa_03. 
html#news071 ) 
外国人看護師・介護福祉士支援協議会 (BIMACONC) (2012)、第3回実態調査 iEPAに基づく
看護師・介護福祉士候補者調査:受入れ施設の回答(集計)J (http://bimaconc.jp/ 


























厚生労働省 (2011)b r平成23年度 経済連携協定に基づくフィリピン人候補者の受入れについ
てJ(http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyou/ other07 I dll 007 _110728_l.pdf) 
厚生労働省 (2011)c r平成23年度 経済連携協定に基づくインドネシア人候補者の受入れにつ
いてJ(http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyou/ other211 dll 02l_110728_l.pdf) 
厚生労働省 (2011)d r経済連携協定に基づく外国人看護師・介護福祉士候補者の受入れ等につ
いてJ(http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyou/ other22/index.html) 




厚生労働省 (2012)a rフィリピン人看護師・介護福祉士候補者の受入れについてJ(http://www. 
mhlw.go.j p/bunya/koyoul other07 lindex.htm1) 
厚生労働省 (2012)b rインドネシア人看護師・介護福祉士候補者の受入れについてJ(http:// 
www.mhlw.go.jp/bunyalkoyou/other21/index.html) 
厚生労働省 (2012)c r第101回看護師国家試験合格状況J(http://www.mhlw.go.jp/stU 
houdou/2r9852∞∞0267jc-atU2r9852∞∞026712.pdf) 







厚生労働省 (2012)g r介護福祉士国家試験問題における難しい用語の取り扱いJ(http://www. 
mhlw.go.j pl stf/houdou/2r98520∞0026ivy-att/2r9852∞00026k6w.pdf) 









i&DMODE=CONTENTS&SMODE= NORMAL&KEYWORD=&EFSNO= 1617) 
厚生労働省 (2012)j r日ベトナム EPA:看護師・介護福祉士候補者の資格取得までの流れ」
(http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyou/ other47 1 dIl120719_01.pdf) 







国際研修協力機構 (JITCO)(2012) r外国人技能実習制度のあらましJ(http://www.jitco.or.jp/ 
systeml seido_enkakuhaikei.h tml) 
国際厚生事業団 (JIWELS)(2010)平成22年度版 fフィリピン人看護師・介護福祉士受入れ枠組
み(介護福祉士・就学コース)J (http://www.jicwels.or.jp/h tmllh22_epa_images/h22_ 
syugaku_2.pamphlet.pdf) 
国際厚生事業団 (2012)a r平成25年度版 EPAに基づく外国人看護師・介護福祉士受入れパン
フレットj(http://www.jicwels.or.jp/files/H25E5B9B4E5BAA6E78988E383B3E38395E383A 
CE3838.pdf) 
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jicwels.or.jp/files/H25E59BBDE58685E8AAACE6988EE4BC9AE7 ACAC2E983A3E382.pd) 
国際交流基金 (2010)a r日本語教育国別情報:フィリピンJ(http://www.jpf.go.jp/j/japanese/ 
survey/country/2010/philippines.html) 
国際交流基金 (2010)b r日本語教育国別情報:ベトナムJ(http://www.jpf.go.jp/j/japanese/ 
survey 1 coun try 120101 vietnam.h tml) 
国際交流基金 (2011)a r日本語教育園・地域別情報:2011年度:インドネシアJ(http://www. 
j pf.go.j p/j/j apanesel survey 1 coun try 120 111indonesia.h tml) 
国際交流基金 (2011)b r日本語教育国・地域別情報:2011年度:フィリピンJ(http://www.jpf. 
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The Development of Japan's Economic Partnership Agreements 
in Asia and the Internationalization of Nursing I Caregiving Work (2) 
Yuko Kawauchi 
Summary 
Lately a number of FT A (Free Trade Agreement) s and EPA (Economic Partnership 
Agreement) s have been signed by Asian countries. My previous report (1) examined 
the circumstances that led to japan including acceptance of foreign nurses and 
caregivers within the japan-Philippines and japan-Indonesia EP As. described the 
specific systems that are being employed for the scheme. and outlined the law and 
systems related to labor by foreigners in japan. This report is a sequel to it. 
Four years have passed since japan started accepting nursing and caregiver 
applicants under the EPA with Indonesia, and three years since such acceptance 
started under the EPA with the Philippines. This report firstly describes the current 
situation with regard to implementation of the scheme. Secondly, it raises several 
problems that have surfaced by now and touches on the tasks that need to be 
addressed. Describing the problems of language, of the disparities in medical service 
and public hygiene between the countries. of the inadequacy of the policies that need to 
address these and other problems. as well as showing the problematic nature of the 
system in the first place, the report attempts to envisage the direction that this policy, 
which is increasing loosing focus. should take in the future. 
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